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若林小学校、池之上小学校の耐震再診断の速報値を踏まえた対応について  

１ 主旨 

  現在、区施設の安全性を確保するため、耐震性能の再確認を実施している。

対象施設は、第３次診断法を適用して診断結果を得た施設及び体育館棟につい

ては平成７、８年に耐震診断を行った学校等の計３１施設となっている。  

  この対象施設の内、区立小中学校１０校（校舎棟のみ）（第２クール）につ

いて、再診断における速報値が報告されたが、若林小学校と池之上小学校にお

いては、Ｉｓ値が０.３を下回ったことから、当該２校について、それぞれ今

後の対応を報告する。 

 

２ 若林小学校と池之上小学校の今後の対応について  

   今回の速報値では、校舎棟についてはＩｓ値が０ .３を下回る学校が若林  

  小学校と池之上小学校の２校であった。  

   そのため、速報値ではあるものの、避難経路の確保や避難訓練の徹底とと  

もに、安全安心の確保という観点から、緊急対応として柱と壁の間にスリッ  

トを入れる工事を実施し、Ｉｓ値が０ .３を上回るようにするための対応策  

を取ることとする。  

    詳細は、以下の通り。  

  （１）若林小学校  

     ①Ｉｓ値 ①－１、２、６棟  ０ .１３  

                    ⑯－１、２、３棟  ０ .１１  

          ②スリット工事 １２箇所 経費 約１，１００万円  

     ③その他 平成３１年（2019 年）５月に別敷地に新校舎が竣工し、

夏休み終了までに移転する。  

 

  （２）池之上小学校  

     ①Ｉｓ値 ②－１、２、３、４棟 ０ .２５  

                    ⑭棟         ０ .２２  

          ②スリット工事 ８８箇所 経費 約１，５００万円  

     ③その他 スリット工事後において、耐震補強工事（改修工事）での

対応とするか、改築工事を行うかについては、３月末に提出

される評定委員会の評定書を待って検討を行っていく。  

 

（付議の要旨） 

学校等の耐震再診断において、速報値が事業者より報告された若林小学校と

池之上小学校について、今後の対応を報告する。 



３ 今後のスケジュール（予定） 

平成３１年３月５日以降  議会、学校、学校運営委員会、保護者等への情報

提供 

    ３月末     池之上小学校の確定値を受け、緊急対応のスリッ

ト工事に加え、耐震補強工事（改修工事）を行う

か、または、改築工事を行うかの検討に入る。  

    

４ その他 

  スリット工事等の経費については、当面、本年度予算内で対応する。 

 

【参考】 

○Ｉｓ値を踏まえた基本的な対応方針 

（１）Ｉｓ値とは構造耐震指標のことをいい、地震力に対する建物の強度、靱

性（じんせい：変形能力、粘り強さ）を考慮し、建築物の階ごとに算出さ

れるものである。「建築物の耐震改修の促進に関する法律」の告示により、

震度６～７程度の規模の地震に対するＩｓ値の評価は以下のように定め

られている。 

   ・Ｉｓ値が０.６以上・・・倒壊又は崩壊する危険性が低い。  

・Ｉｓ値が０.３以上 

       ０.６未満・・・倒壊又は崩壊する危険性がある。  

・Ｉｓ値が０.３未満・・・倒壊又は崩壊する危険性が高い。  

 （２）区の基本的な対応方針  

 区では、基本的にＩｓ値が０.３以上の建物については、使用を継続し

ながらも速やかに耐震補強工事を実施している。  

 これに対し、Ｉｓ値が０.３未満の建物については、施設の状況に応じ

て個別に対応の判断を行うことになる。  

 （３）耐震再診断（第２クール）での速報値によるＩｓ値の状況について (各

校舎棟の最小値） 

   ①０.６以上・・・・・・０校  

②０.３以上０.６未満 ・８校（小学校７校、中学校１校）  

   ③０.３未満・・・・・・２校（小学校２校）  

    

 


